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熊本県議会議員一般選挙

地域づくりを推進する団体・
行政区などに補助金の交付を
予定しています

各種証明書の交付請求の際には
窓口に来た人の身分証明書が
必要になります
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　旭志弁利の県道原植木線
（合志川）にかかる姫井橋です。
　土木学会が、平成 18 年度
の「選奨土木遺産」として認定
しました。
（４ページに関連記事）



　

平
成
19
年
４
月
29
日
任
期
満
了
に

伴
う
熊
本
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

熊
本
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
お
よ

び
議
員
定
数
が
改
正
さ
れ
、
今
回
の

一
般
選
挙
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。
菊

池
市
で
は
、
合
併
後
の
菊
池
市
で
選

挙
区
が
設
け
ら
れ
、
定
数
は
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

告
示
日
の
立
候
補
届
出
状
況
に

よ
っ
て
は
無
投
票
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

投
票
日　

４
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

告
示
日　

３
月
30
日
（
金
）

•
立
候
補
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

•
立
候
補
受
付
場
所

　

 

菊
池
市
役
所
庁
舎
３
階
大
会
議
室

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時
）、

菊
池
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

投
票
で
き
る
人

　

平
成
19
年
３
月
29
日
調
製
の
菊
池

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
登

録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま
せ

ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要
件

• 

年
齢　

昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で

に
出
生
し
た
人

• 

住
所　

平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で

に
菊
池
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

た
人

• 
欠
格
事
項　

平
成
19
年
３
月
29
日

現
在
で
欠
格
事
項
（
公
職
選
挙
法

第
11
条
、
２
５
２
条
及
び
政
治
資

金
規
正
法
第
28
条
）
に
該
当
し
な

い
こ
と

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以

降
に
各
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
。
投

票
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

無
投
票
と
な
っ
た
場
合
郵
送
さ
れ

ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
当
日
に
仕
事
や
行
事
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
の
ハ

ガ
キ
を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
の
宣
誓
書
・
請
求
書
」

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
な
事

項
を
記
入
し
て
、
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

• 

期
日
前
投
票

◇ 

菊
池
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
菊
池
市
で
投
票
す
る
人

• 

不
在
者
投
票

◇
他
の
市
町
村
で
投
票
す
る
人

◇ 

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投
票

す
る
人

•
郵
便
投
票

◇
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

◇ 

要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
状
態
の
人

問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
（
25
）
１
１
１
１

投票区 投票所名 区　　　域 投票区 投票所名 区　　　域

第１ 菊池市
勤労青少年ホーム

上町・立町・高野瀬 第 20 菊池市七城公民館 荒牧・高田・五海・西郷・
西郷従業員住宅・砂田西団地・
羽根木・蟹穴・戸田島・
七城田中・本村・加恵

第２ 菊池市立
第二幼楽園

中町・下町・切明・立石・
袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口

第 21 菊池市七城体育館 甲佐町・新古閑・清水・宮園・
菰入・間所・雇用促進住宅・
岩瀬・前川

第３ 菊池市役所庁舎 迎町・中央通・横町・正院町・
栄町・北原・片角・大琳寺・
北宮

第 22 リバーサイド
パーク

板井・梶迫・林原・元村・新村・
打越・内島・小野崎・大尺・
七城松島・上橋田・下橋田

第４ 菊池市文化会館
小ホール

西正観寺・東正観寺・亘・
築地

第 23 岩本公民館 岩本・楠原・岩本住宅

第５ 菊池市立
河原小学校体育館

神鶴・菊池松島・日向・
柿木平・中原

第 24 菊池市旭志多目的
研修センター

小原・伊萩・妻越・津留・
新明団地

第６ 藤田公民館 藤田・下木庭・上木庭 第 25 高柳
集落センター

平・高柳・湯舟・北桜ヶ水・
南桜ヶ水

第７ 菊池市水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・
日生野・伊牟田・滝黒仁田・
木佐木

第 26 高永集会所 高永・伊坂・大迫・
特養あさひが丘荘・伊坂住宅

第８ 菊池市
水迫里山の家
（旧農村女性の家）

戸城・永山・伊野・杉生・木護・
柏・鉾の甲・生味・古川・
立門

第 27 川辺公民館 川上・川下・出分・川辺南団地・
あさひが丘自治会

第９ 塚原
構造改善センター

下組・塚原・長六・岩平 第 28 片川瀬
集落センター

片川瀬・尾足

第 10 菊池市立
龍門小学校体育館

寺小野・染土・長野・
龍門１・雪野

第 29 姫井
集落センター

小川・姫井・九ノ峰

第 11 菊池市立
小木体育館

小木 第 30 菊池市
泗水総合支所

薬師・上高江・福本一・福本二・
泗水社・田吹・福本団地・
東原団地

第 12 菊池市立
やまびこ体育館

中山・鳳来・穴川 第 31 永公民館 永・永出分・富納・永南・
泗水苑

第 13 太田区
地域生涯学習セン
ター

西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・
太田・東迫間・戸豊水・大柿・
菊池平野

第 32 南住吉公民館 飛熊・上住吉・南住吉・北住吉・
南山手

第 14 迫龍
ふれあいセンター

茂藤里・篠倉・伊倉・道園・
金峰

第 33 富公民館 村吉・富・富出分・泗水田中・
竹の下・迫田団地・堂迫団地・
北原団地

第 15 菊池市立
菊之池小学校
体育館

深川・上長田・野間口・神来・
上西寺・中西寺・辻・下西寺・
南古閑・北古閑・東原

第 34 久米一公民館 久米二・久米一・高江・
高江出分・三万田

第 16 菊池市立
花房小学校
体育館

村田・下長田・大塚・上出田・
下出田･植古閑・広瀬・木柑子・
花房台

第 35 菊池市立
泗水西小学校
体育館

田島一・田島二・猪の目・岡・
泗水平野・井戸方・泗水佐野・
糠泉・辰頭団地・迎幸学園・
田島団地

第 17 菊池市戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・
下赤星・上赤星

第 36 菊池市
泗水Ｂ＆Ｇ
海洋センター
体育館

老人ホーム・富の原中央・
富の原台・富の原東・
アルバック九州寮・
柿崎製作所寮・菊池苑・
富の原北・菊池農高寮・
富の原一・富の原西・
朝日団地

第 18 稗方公民館 稗方・堀切

第 19 菊池市七城
老人福祉センター

山崎・上水次・下水次・岡田・
流川・辺田・台・瀬戸口

第 37 菊池市立
泗水第２体育館

桜山一・桜山二・桜山三・
桜山四・桜山五・桜山六・
桜山七・桜山八・桜山九

投　票　所

・菊池市役所庁舎　　１階小会議室
・七城総合支所　　　１階図書監査室
・旭志総合支所　　　１階ロビー
・泗水総合支所　　　１階ロビー

期日前投票・不在者投票
３月31日（土）～４月７日（土）
午前８時30分～午後８時

熊
本
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　

一
般
選
挙

４
月
８
日（
日
）

４
月
８
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※平成 19年７月に行われる予定の参議院議員通常選挙より投票区が見直される予定です。
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TOPICS

全
国
高
等
学
校
新
体
操
ユ
ー
ス

大
会
で
演
技
す
る
坂
田
選
手

　韓国との友好増進に多大な貢献があったとして、福村市長に韓国政府より
「修交勲章崇禮章」が授与されることになり、このほど駐福岡大韓民国総領
事館においてその伝達式が行われました。
　韓国の修交勲章は、「国権の伸長、友邦との親善に著しく貢献した人」に
贈られるもので、勲章を伝達した金榮昭（キム・ヨンス）総領事は「韓国人
のビザ免除恒久化などについて大きく貢献されたことに感謝しています」と
述べ、福村市長は「この勲章は菊池市民がいただいたもの。これからも日韓
友好に努めたい」と応えました。
　福村市長は、旧菊池市時代から日本の自治体としては最初に、韓国人観光
客のビザ免除恒久化を提唱しました。平成 14年に県市長会で九州地区にお
ける韓国人のビザ免除を提唱し採択。同様に、九州市長会においても採択。
同時期には、構造改革特区にも申請しましたが、これは後に却下されました。
このような働きかけが功を奏し、平成 17年３月より韓国からの観光客等に
対する 90日以内のビザ免除措置が恒久化されました。
　新市になってからは、全羅北道金堤（キムジェ）市と平成 18年 10 月に
友好都市の調印を行い、今年３月７日には忠清北道清原（チョンウォン）郡
と同じく友好都市の調印を行うなど、韓国との友好交流に努めています。こ
のほか菊池市では、韓国映画祭の開催、修学旅行生やインターンシップの受け入れ、剣道・空手などのスポーツ交流、文化・
芸能交流など民間レベルでの交流も深めています。
　今回の勲章受章は、このような活動が認められたもので、駐福岡総領事館によると、九州の市町村長としては福村市長が
初めて、また、現職の市町村長の受章は極めて珍しいそうです。
　なお、菊池市が韓国との交流を深める中で、比例して外国人観光客の増加が見られ、特に韓国・中国からの観光客の増加
は著しいものがあります。外国人観光客は、平成 13・14年には 300 ～ 500 人程度だったものが、15～ 17年は 3,000
～ 4,000 人程度となり、最新の平成 18年は 9,363 人（うち韓国人が 8,524 人）となりました。（市商工観光課調べ）

2月5日（月）福村市長が韓国政府より修交勲章受章

修交勲章（左）と勲章証（右）

修
交
勲
章
を
胸
に
す
る
福
村
市
長
（
左
）

と
金
総
領
事
（
右
）

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000

旭志総合支所　�（37）3111

泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
18
年
６
月
か
ら
、
過
去
に
麻
し
ん

又
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
済
ん
で

い
る
人
も
含
め
、
す
べ
て
の
人
が
麻

し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
第
２
期
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
７
月
、
対
象
と
な
る

人
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
し
た
が
、

接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

　

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
予
診
票
の
な
い
人
は
母
子

健
康
手
帳
持
参
の
う
え
、
市
役
所
ま

た
は
各
総
合
支
所
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

対　

象　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ

ん接
種
期
間　

３
月
31
日
（
土
）
ま
で

（
４
月
１
日
以
降
は
定
期
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

接
種
場
所

　

市
の
契
約
す
る
医
療
機
関

注
意
事
項

① 

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
両
方
に
か

か
っ
た
人
は
、
第
２
期
の
予
防
接

種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

② 

麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
い
ず
れ

か
に
か
か
っ
た
人
は
、
か
か
っ
て

い
な
い
方
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

内
閣
府
で
は
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ

フ
（
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責

任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
送
る
）
を
実
践
し

て
い
る
高
齢
者
、
地
域
で
社
会
参
加

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
高
齢

者
の
グ
ル
ー
プ
を
広
く
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
す
で
に
高
齢
期
を
迎
え
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
迎
え
よ
う
と
す
る

世
代
の
高
齢
期
に
お
け
る
生
活
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
活
動

事
例
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
活
動
事
例

○
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者

　

次
の
い
ず
れ
か
を
実
践
し
て
い
る

概
ね
65
歳
以
上
の
人
。

• 

過
去
に
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生

か
し
、
高
齢
期
の
生
活
で
社
会
に

還
元
し
活
躍
し
て
い
る

• 

自
ら
の
時
間
を
活
用
し
、
近
所
づ

き
あ
い
や
仲
間
う
ち
な
ど
で
の
支

え
合
い
活
動
に
積
極
的
に
貢
献
し

て
い
る

• 

中
高
年
か
ら
一
念
発
起
し
て
、
物

事
を
成
し
遂
げ
た

• 
自
ら
の
努
力
、
習
練
な
ど
に
よ
り
、

優
れ
た
体
力
・
気
力
な
ど
を
維
持

し
活
躍
し
て
い
る

• 

地
域
社
会
の
中
で
、
地
域
住
民
の

リ
ー
ダ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

的
な
役
割
を
発
揮
し
、
い
き
い
き

と
生
活
し
て
い
る

○
社
会
参
加
活
動

　

積
極
的
な
活
動
を
通
じ
、
社
会
と

の
か
か
わ
り
を
持
ち
、
い
き
い
き
と

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
概
ね

65
歳
以
上
の
人
が
中
心
と
な
っ
て
構

成
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど

◇
活
動
分
野

　

支
え
合
い
活
動
（
若
者
へ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

者
の
見
守
り
な
ど
）、
趣
味
、
教
育
・

文
化
、
福
祉
・
保
健
、
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
、
生
活
環
境
改
善
、
地
域
行
事
・

自
治
会
、
生
産
・
就
業
（
起
業
を
含

む
）、
安
全
管
理
、
そ
の
他

推
薦
方
法

　

市
生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係

へ
３
月
26
日
（
月
）
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

紹
介
事
例
の
決
定
な
ど

　

内
閣
府
で
決
定
し
ま
す
。
決
定
し

た
事
例
に
つ
い
て
は
、
書
状
と
記
念

の
楯
を
授
与
し
ま
す
。

紹
介
方
法

　

決
定
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
国

民
に
広
報
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係

平
成
19
年
度
エ
イ
ジ
レ
ス
・

ラ
イ
フ
実
践
者
及
び
社
会

参
加
活
動
事
例
の
募
集

い
き
い
き
高
齢
者
募
集
中

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
の

「
第
２
期
」は
お
済
み
で
す
か
？

今
年
の
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　３月 19日（月）から、市営住宅補充入居募集の申
込受付を行います。
　現在、市営住宅に空き部屋はありませんが、平成
19年度中に空き部屋が発生した際の補充入居者を募
集します。
　受付期間内に申し込みをした人は、希望の団地ごと
に抽選で入居順位を決定し、空き部屋の紹介を行いま
す。
　詳しい内容は、広報きくち３月１日号（21ページ）
または菊池市ホームページでご確認ください。
申込受付期間
　３月 19日（月）～３月 30日（金）
　※土・日・祝日を除く。
　午前８時 30分～午後５時まで　必着（期日厳守）
問い合わせ・申込先　住宅課（市役所第３庁舎内）
　または　各総合支所建設課

市営住宅
補充入居募集の
申込受付を行います

　坂田春翔選手（○泗  福本団地・信愛女学院高校２年）が５人で行う団体メンバー
として、新体操の全国大会に出場することが決まりました。
　坂田選手が副キャプテンを務める信愛女学院新体操部は、昨年の全国大会・九
州大会の成績を基に、全国ベスト 20に選出され、昨年 11月に行われた熊本県
新人大会で優勝し、３月に開催される全国選抜大会の出場権を獲得したものです。
　市民の皆さんの応援をお願いします。
●全国高等学校新体操選抜大会
　と　き　３月 25日（日）～３月 27日（火）
　ところ　別府コンベンションセンター

坂田春翔選手が
第22回全国高等学校新体操選抜大会に出場

　旭志弁利の県道原植木線（合志川）にかかる姫井橋が、土木学会（濱
田政則会長・東京）から平成 18年度の「選奨土木遺産」として認定さ
れました。「選奨土木遺産」は、全国に多数ある「近代土木遺産」（※１）
の中から、土木学会が貴重な先人たちの遺産として選出したもので、将
来、国の重要文化財として指定される可能性のある国家的財産です。
　大正 14 年に完成した橋長 18m、支間長 17mの姫井橋は、下路式
RCアーチ形式の橋梁（※２）としては唯一大正期にかけられた橋梁で、
この形式のものとしては“わが国初”であることが評価されました。
　現在は橋としての機能はほとんど発揮していませんが、昭和 56年５
月、隣に新しい橋ができた際に撤去される予定だったものを、当時の地
元住民の要望で保存されることになったそうです。
　この姫井橋を「選奨土木遺産」とする認定証の伝達が菊池市役所であり、土木学会員の熊本大学星野裕司助教授と同
大大学院本田泰寛学術研究員が、福村市長と石原建設部長に認定証と銘版をそれぞれ手渡しました。

（※１ ）幕末以降、西洋の近代土木技術が導入されてから第二次世界大戦以前までに作られた土木施設のうち、現存しているもの
（※２）鉄筋コンクリート製で路面がアーチ部分の下にある珍しい形式

2月13日（火）旭志の姫井橋が「選奨土木遺産」
として認定　～市役所で認定証伝達～

認定証と銘版の伝達（左から福村市長、
石原建設部長、本田研究員、星野助教授）
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
と
い
う
視
点
に

立
ち
、
障
害
の
あ
る
選
手
が
競
技
な

ど
を
通
じ
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体

験
し
、
ま
た
、
競
技
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
県
民
の
障
害
に
対
す

る
理
解
を
一
層
深
め
、
障
害
者
の
社

会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

参
加
選
手
資
格

　

大
会
へ
の
参
加
は
、
次
の
各
項
目

に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

○
共
通
事
項

• 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

県
内
の
施
設
、
学
校
な
ど
に
在
籍

し
て
い
る
人

• 
年
齢
13
歳
以
上
の
人
（
平
成
19
年

４
月
１
日
現
在
）

○
身
体
障
害
者
の
部

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

○
知
的
障
害
者
の
部

　

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
。
あ
る
い
は
、
そ

の
取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障

害
の
あ
る
人

申
し
込
み
受
付
期
間

　

３
月
22
日
（
木
）
ま
で　

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
し
込
み
方
法

　

印
鑑
・
手
帳
を
持
参
の
上
、

左
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
民

生
課
、
ま
た
は
、
菊
池
市
身

体
障
害
者
福
祉
協
議
会
事
務

局

☎
（
24
）
５
７
３
２

　

本
市
で
は
、

自
然
環
境
お

よ
び
景
観
の

保
全
に
努
め

る
た
め
「
菊

池
市
環
境
保

全
に
関
す
る

指
導
要
綱
」
を

左
記
の
と
お
り
定

め
ま
し
た
。

　

次
の
事
業
を
計
画
し

て
い
る
人
は
、
原
則
と
し
て
事
前
協

議
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
菊
池

市
役
所
環
境
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
事
業

• 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
に
規
定
す
る
廃
棄
物
処
理

施
設
設
置
事
業
（
敷
地
の
造
成
を

含
み
ま
す
）

• 

計
画
区
域
の
面
積
が
１
、０
０
０

㎡
以
上
の
開
発
事
業
な
ど

• 

建
築
物
の
新
築
ま
た
は
増
改
築

で
そ
の
建
築
面
積
の
合
計
が

１
、０
０
０
㎡
以
上
の
も
の

• 

営
業
を
目
的
と
す
る
土
石
の
採
取

• 

そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め

る
事
業

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
政
策
係

各
種
事
業
を
計
画
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

第６回

熊
本
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
募
集

　ゴミを焼却することは、一部の例外を除いて法律
で禁止されています。
　基準に適合しない簡易焼却炉、ドラム缶、ブロッ
ク積みなどで焼却することも禁止されています。
　また、例外とされている軽微な焼却であっても、
周辺の住民の皆さんに「悪臭がする」・「目にしみる」・
「のどが痛い」・「洗濯物が汚れる」・「火の粉が飛ん
で危ない」などの被害を及ぼすことがありますので、
できるかぎり焼却を行わないで、一人ひとりがゴミ
の分別、資源化、減量化に努め、決められた収集日
に出してください。
　なお、菊池市では焼却灰の収集は行いませんので、
絶対に焼却灰をゴミとして出さないでください。

焼却禁止の例外
○ 国または地方公共団体の施設管理のために必要な
場合
○ 震災などの災害の予防、応急対策または復旧のた
めに必要な場合
○ 風俗慣習上または宗教上の仕事を行うために必要
な場合
○ 農業、林業または漁業を営むためにやむを得ない
場合（稲わらを燃やすなど）
○ たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃
棄物の焼却であって軽微なもの
罰則
　５年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金
に処し、又はこれを併科する。
問い合わせ先　環境課　または
　各総合支所民生課生活環境係

ゴミの焼却は禁止されています
　

次
の
案
件
に
対
す
る
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

計
画
の
名
称

　

菊
池
市
国
民
保
護
計
画
（
案
）

計
画
の
趣
旨
・
目
的

　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民

の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
対
す
る

法
律
（
平
成
16
年
度
法
律
第
１
１
２

号
）
第
40
条
第
８
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
菊
池
市
国
民
保
護
協
議
会
の
組

織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
し
つ
つ
同
計
画
の
策
定
を
進

め
た
い
と
考
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
留
意
し
て
、
内
容
や

表
現
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

計
画
（
案
）
の
公
表
期
間
お
よ
び
意

見
の
提
出
期
間

　

３
月
29
日
（
木
）
ま
で

計
画
（
案
）
の
入
手
方
法

○
安
全
対
策
課
に
て
閲
覧

○
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 （h
t
tp
://w

w
w
.c
ity.kiku

c
h
i.

ku
m
a
m
o
to
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）

意
見
の
提
出
方
法

○ 

安
全
対
策
課
に
直
接
持
参
、
ま
た

は
郵
送

○
Fax
（
25
）
５
７
２
０

○
電
子
メ
ー
ル　

a
n
ze
n
@
c
ity.

　

kiku
c
h
i.ku
m
a
m
o
to
.jp

※ 

様
式
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住

所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
対
策
課
消
防
防
災
係

応
募
資
格　

日
本
在
住
の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
人
で
未
発
表
の
作
品
。

応
募
作
品　

作
品
テ
ー
マ
は
自
由
。

実
写
・
Ｃ
Ｇ
・
ア
ニ
メ
な
ど
表
現
形

式
は
問
い
ま
せ
ん
。
１
作
品
５
分
以

内
。

申
込
期
間　

６
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　

８
月
31
日
（
金
）

申
し
込
み
先　

第
22
回
国
民
文
化
祭

美
馬
町
字
天
神
１
２
１
番
地

問
い
合
わ
せ
先　

第
22
回
国
民
文
化

祭
美
馬
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
８
３
（
63
）
２
１
７
７

「
第
22
回
国
民
文
化
祭

と
く
し
ま
２
０
０
７
」

映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ビ
デ
オ
作
品
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

大会期日・実施競技・競技会場
期　日 実施競技 競技会場

５月13日（日）アーチェリー競技（身体）菊陽杉並木公園スポーツ広場

５月20日（日）

開会式・閉会式 熊本県民総合運動公園
陸上競技場（KKWING）（予定）

陸上競技（身体・知的） 熊本県民総合運動公園
陸上競技場（KKWING）（予定）

卓球競技（身体） 熊本県身体障害者福祉センター
体育館

サウンドテーブルテニス
競技（身体） 熊本県身体障害者福祉センター

フライングディスク競技
（身体・知的）

熊本県民総合運動公園
補助競技場（予定）

ボウリング競技（知的） マスターズボウル熊本
５月27日（日）水泳競技（身体・知的） アクアドームくまもと

　障害者自立支援法の更なる改善策として、平成
19 年 4月から利用者負担（上限月額）について、
下記のとおり負担軽減が行われるようになりまし
た。
　利用者負担の軽減を受けるには申請が必要になり
ます。
■利用者負担軽減措置の内容
通所・在宅利用者の場合
　１割負担の利用者上限額が引下げられます。また、
軽減対象範囲を拡大します。（障害児も同様）

　軽減を受けることができる対象者は次のとおりで
す。
○ 市民税非課税世帯または市民税所得割 10万円未
満の世帯に属する者。

○一定の資産を有していないこと
• 単身の場合は預貯金等の額が 500 万円以下。家
族と同居の場合（本人及び生計中心者の合計）は
1,000 万円以下。
• 不動産を所有していない（親族等が現に居住する
不動産を除く）。
入所利用者等の場合
○ 入所施設について、工賃引き上げに対する意欲を
更に高めるため、工賃が年間 28.8 万円（これを
超えた部分の 30%を含む）までは、定率負担と
食費などの負担が全くかからないよう、工賃控除
を徹底します。
※ 現行の工賃控除は１割負担について認められてい
ましたが、年間 28.8 万円（これを超えた部分の
30%を含む）までは、食費などの負担もなくし、
工賃控除が手元に残るよう徹底します。
※ 併せてグループホーム・ケアホームでも、年間
28.8 万円までの工賃控除を行います。
○ 入所施設利用者の個別減免の資産要件を現行の
350万円から 500万円に拡大します。

問い合わせ先　福祉課障害福祉係

〜
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

「
菊
池
市
国
民
保
護
計
画（
案
）」〜

区　分 現　在

平成19年４月～

軽減後
申請しない
場合・軽減対
象外の場合

低所得１ 15,000円
（7,500円）3,750円 15,000円

低所得２

訪問系
サービス

24,600円
（12,300円）6,150円

24,600円

通所利用者 24,600円
（7,500円）3,750円

一　　般

所得割
10万円未満 37,200円 9,300円 37,200円

所得割
10万円以上 37,200円 ― ―

※（　　　　）は社会福祉法人減免対象者

平成19年4月から

障害福祉サービス利用者負担のしくみが変わります
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

地
域
住
民
な
ど
が
「
自
ら
考
え
自

ら
実
践
す
る
」
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、

菊
池
市
が
進
め
る
「
豊
か
な
水
と
緑
、

光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
」
づ

く
り
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

①
地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業

②
地
域
づ
く
り
活
動
事
業

③
人
材
育
成
事
業

○ 

各
行
政
区
や
こ
れ
に
準
ず
る
団
体

（
団
地
な
ど
）、
ま
た
そ
の
集
合
体

○ 

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
よ
び
こ
れ
に

準
ず
る
10
人
以
上
の
団
体

　

団
体
に
つ
い
て
は
、
規
約
な
ど
で

地
域
づ
く
り
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
団
体
と
し

ま
す
。

地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業

需
用
費
（
消
耗
品
費
・
印
刷
製
本
費
）、

使
用
料
お
よ
び
賃
借
料
、
工
事
費
、

原
材
料
費
、
備
品
購
入
費　

ほ
か

地
域
づ
く
り
活
動
事
業

報
償
費
（
講
師
謝
金
な
ど
）、
需
用

費
（
消
耗
品
費
・
印
刷
製
本
費
）、

使
用
料
お
よ
び
賃
借
料
、
原
材
料
費
、

備
品
購
入
費　

ほ
か

人
材
育
成
事
業

受
講
料
ま
た
は
参
加
費
、
宿
泊
費
、

交
通
費　

ほ
か

①
地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業

　

対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２
以

内
で
、
40
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

②
地
域
づ
く
り
活
動
事
業

　

対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２
以

内
で
、
20
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

③
人
材
育
成
事
業

　

対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２
以

内
で
、
10
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

※ 

平
成
18
年
度
か
ら
補
助
金
の
下
限

設
定
を
な
く
し
ま
し
た
。

○ 

補
助
金
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
４
月
末
日
ま
で
に
補
助
金

申
請
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
添
え

て
企
画
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
総
務
振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○ 

国
、
県
ま
た
は
他
の
補
助
事
業
に

該
当
し
、
そ
の
助
成
を
受
け
た
場

合
は
、
こ
の
補
助
金
は
交
付
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
本
市
の
他
補
助
金

に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
補
助

金
の
対
象
か
ら
外
し
ま
す
。

○ 

地
域
づ
く
り
活
動
事
業
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
同
一
事
業
に
つ
い
て
は
、

補
助
期
間
が
３
年
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

本
補
助
金
の
詳
細
は
、
菊
池
市
地

域
づ
く
り
推
進
補
助
金
交
付
要
綱

を
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
、
各
総
合
支
所
総
務

振
興
課

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
菊
池
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
（
Ｋ
Ｓ
Ａ
）
で
は
、
平
成
19
年
度

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
生
を
募
集
し
ま

す
。
現
在
ス
ク
ー
ル
に
加
入
し
て
い

る
人
も
、
毎
年
加
入
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
ら
、
男
・
女
・

年
齢
の
違
い
に
関
係
な
く
入
会
で
き

ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
心
と
体

を
き
た
え
ま
し
ょ
う
。

練
習
日

　

毎
週
水
曜
日

練
習
時
間

○
幼
・
保
〜
２
年
生

　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

○
３
年
生
〜
６
年
生

　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

練
習
場
所

　

七
城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※ 

７
月
下
旬
〜
８
月
は
七
城
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
旧
七
城
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
）。

入
会
金　

２
、０
０
０
円

※ 

保
険
代
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
加
入

費
を
含
む
。

年
会
費　

１
２
、０
０
０
円

※ 

月
額
１
、０
０
０
円
程
度
の
負
担

で
済
み
ま
す
。

入
会
説
明
会

と　

き　

３
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

七
城
公
民
館
視
聴
覚
室

　

同
じ
く
、
平
成
19
年
度
か
ら
サ
ッ

カ
ー
協
会
を
発
足
さ
せ
る
中
学
校
の

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
Ｋ
Ｓ
Ａ 

Ｆ
Ｃ 

Ｕ
‐
15
の
会
員
も
募
集
し
ま
す
。
加

入
条
件
は
、
菊
池
市
在
住
の
中
学
生

で
す
。

練
習
日　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

練
習
時
間

　

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
７
時

練
習
場
所

　

七
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
旧
七
城
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

入
会
金　

２
、０
０
０
円

※ 

保
険
代
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
加
入

費
を
含
む
。

月
会
費　

４
、０
０
０
円

※
練
習
着
代
な
ど
は
別
途
。

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
菊
池
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
（
Ｋ
Ｓ
Ａ
）
上
村

☎
０
９
０
（
５
３
８
６
）
６
１
１
８

補助を受けるには・・・（事務事業の流れ）

申
請
者
（
行
政
区
・
団
体
）

市
役
所
（
各
総
合
支
所
）

補助金申請書の提出）
（各総合支所へ４月末日まで）
添付書類
①位置図・図面、②見積書、③規約など

事業の実施
事業完了後、実績報告書の提出
（事業完了後15日以内）
添付書類
①決算書、②契約書・領収証の写し、③写真

実績報告書の審査後、交付確定通知

補助金の振込

請求書の提出

審査会で内容を審査し、補助団体の決定後、
交付決定通知

補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

補
助
率
お
よ
び
限
度
額

そ
の
他

地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業
と
は

• 

地
域
の
自
然
・
生
活
環
境
を
保

全
お
よ
び
改
善
す
る
事
業

• 

地
域
住
民
の
防
災
・
安
全
を
確

保
す
る
事
業

• 

地
域
の
優
れ
た
風
景
の
保
存
お

よ
び
整
備
に
関
す
る
事
業

例
え
ば

看
板
な
ど
の
設
置
、
景
観
整
備
、

修
復
な
ど

補
助
の
対
象
と
な
る
の
は

次
の
３
つ
の
事
業
で
す

人
材
育
成
事
業
と
は

• 

国
、
県
な
ど
が
実
施
す
る
事
業

へ
の
参
加

• 

体
験
学
習
お
よ
び
地
域
活
動
の

実
践
の
た
め
の
事
業

• 

先
進
地
の
活
動
研
修
の
た
め
の

事
業

例
え
ば

地
域
づ
く
り
指
導
者
講
習
会
へ
の

参
加
、
地
域
づ
く
り
先
進
地
研
修

地
域
づ
く
り
活
動
事
業
と
は

• 

地
域
の
自
然
・
生
活
環
境
の
保

全
・
整
備
に
関
す
る
活
動

• 

地
域
の
防
災
・
安
全
に
関
す
る

活
動

• 
地
域
住
民
の
融
和
・
健
康
・
福

祉
を
増
進
す
る
活
動

例
え
ば

里
山
整
備
活
動
、
防
災
訓
練
、
交

通
安
全
教
室
、
運
動
会
、
地
域
の

ま
つ
り
な
ど

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体
・
行
政
区

な
ど
に
補
助
金
の
交
付
を
予
定
し
て
い
ま
す

平
成
19
年
度
菊
池
市
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金

と　き　３月 24日（土）
ところ　菊池市泗水ホール
開　場　午後５時／開　演　午後５時 30分
　３年生にとっては、最後の定期演奏会にな
ります。
　皆さんのご来場を心よりお待ちしています。
問い合わせ先
　泗水中学校吹奏楽部　☎（38）2450

泗水中学校吹奏楽部
第16回定期演奏会 入場

無料

Ｋ
Ｓ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団　
　
　

会
員
募
集

　本人なりすましによる住民票の写しや戸籍謄抄本
などの交付請求を防止し、あわせて市民の個人情報
を保護するために、証明書の交付請求時において、
身分証明書の提示を求めることによる本人確認を実
施します。
　市民の皆さんのご協力をお願いします。
本人確認の実施日　４月２日（月）から
証明書交付請求の際の本人確認
○対象となる証明書
•住民基本台帳関係
　 　住民票の写し、除票の写し、住民票記載事項証
明書、戸籍の附票など
•戸籍簿関係
　 　戸籍謄抄本、除籍謄抄本、改製原戸籍謄抄本、
受理証明書など
•税務証明関係
　 　市県民税関係証明、固定資産税関係証明、納税
証明など
•その他
　 　外国人登録原票記載事項証明書、身分（身元）
証明書など
本人確認の方法
　交付請求をする人（窓口に来る人）について、身
分証明書の提示をしていただきます。

　何もお持ちでない人
は、窓口で口頭により
聞き取りおよび告知書
の送付をさせていただ
きます。
本人確認に必要な書類
① 運転免許証・パス
ポート・住民基本台
帳カードなど官公署
発行の顔写真付の身
分証明書
② 健康保険の被保険者
証、年金証書（手帳）、
恩給証書、介護保険被保険者証、生活保護受給証
明書、写真のある社員証および学生証またはこれ
らと同等のものを２点
③ 上記②のものを１点の場合、口頭での聞き取りに
より確認をさせていただきます
④ 上記①、②をお持ちでない人は、口頭での聞き取
りおよび告知書を送付させていただきます
問い合わせ先　市民課市民年金係　または
　各総合支所民生課市民係

各種証明書の交付請求の際には
窓口に来た人の身分証明書が必要になります
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は

「
差
別
の
な
い
、
明
る
い
、
住
み
よ

い
菊
池
市
」
を
目
指
し
、
地
域
内
外

の
交
流
の
場
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
「
健
康
体
操
教
室
」、

「
健
康
料
理
教
室
」
を
平
成
19
年
度

も
４
月
か
ら
会
員
（
参
加
者
）
を
募

集
し
ま
す
。

と　

き

•
健
康
体
操
教
室

　

第
２
・
第
４
水
曜
日
の

　

午
後
１
時
30
分
〜

※ 

健
康
を
守
る
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
中
心
に
毎
月
２
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

•
健
康
料
理
教
室

　

第
３
木
曜
日
の
午
前
10
時
〜

※ 

食
生
活
改
善
推
進
を
中
心
に
毎
月

１
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

　

各
教
室
と
も
菊
池
市
西
部
市
民
セ

ン
タ
ー

募
集
対
象

　

各
教
室
と
も
菊
池
市
在
住
で
18
歳

以
上
男
女
問
わ
ず
。

募
集
人
員

　

各
教
室
と
も
20
人
程
度

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
25
）
２
６
２
７

　

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　

４
月
２
日（
月
）〜
４
月
27
日（
金
）

対
象
者

• 

菊
池
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て

い
る
人
ま
た
は
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
人
の
子
ど
も

• 

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は

各
種
専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人
• 

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

• 

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他

奨
学
金
の
支
給
ま
た
は
貸
付

け
を
受
け
て
い
な
い
人

提
出
書
類

• 

奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

※ 

申
請
書
は
教
育
総
務
課
お
よ

び
各
分
室
教
育
課
に
準
備
し

て
い
ま
す
。

• 

住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

• 

世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

• 

在
学
証
明
書

貸
付
額
（
月
額
）

• 

公
立
高
校
（
高
専
含
む
）

１
８
、０
０
０
円

• 

私
立
高
校　

３
０
、０
０
０
円

• 

公
立
専
門
（
専
修
）
学
校

４
４
、０
０
０
円

• 

私
立
専
門
（
専
修
）
学
校

　

５
３
、０
０
０
円

• 

国
公
立
（
短
期
）
大
学

　

４
４
、０
０
０
円

• 

私
立
（
短
期
）
大
学

　

５
３
、０
０
０
円

決
定
方
法

　

菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考
委
員

会
で
審
議
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
５
月
末
日
予
定
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
分
室
教
育

課
（
各
総
合
支
所
内
）

内　容
○バイオリンと二胡のライブ「レトロニューウエーブ」
　西洋のバイオリンと東洋の二胡 Erhu の融合。新しい音楽表現の世界
を創造するグループです。
○御船太鼓　藤蓮　女性だけの和太鼓グループ
○ふれあいステージ　大正琴演奏（琴城流華水月会）、琴の演奏（熊本お
琴教室）、フラダンス（プラワニクラス泗水支部）、3B Kid ダンス、泗
水ジュニア新体操
○和太鼓まつり
　吉富保育園太鼓、泗水東保育園太鼓、永翔太鼓、菊池雲上太鼓
その他
○午前 10時 30 分より、特製養生汁（特製ぶた汁）来場者 300 名様へ
無料配布。
○同園資料館の１日無料開放。
問い合わせ先　泗水町商工会　☎（38）2708

菊
池
本
所

北　

原　
　

益ま
す
ざ
き崎　

隆た
か
ひ
ろ博

（
亡
母　
　
　
　

キ
ク
ヨ　

96
歳
）

篠　

倉　
　

東
ひ
が
し　

ミ
チ
子こ

（
亡
母　
　

田た

な

か中　

サ
キ　

102
歳
）

西
正
観
寺　

本も
と
や
ま山

フ
サ
ヱ

（
亡
夫　
　
　
　
　

國く
に
ひ
ろ廣　

84
歳
）

西
正
観
寺　

林
は
や
し　

　

豊と

よ

み美

（
亡
母　
　
　
　
　

設せ

つ

こ子　

67
歳
）

北　

宮　
　

田た

な

か中　

重し
げ
の
り德

（
亡
妻　
　
　
　
　

燁よ

う

こ子　

75
歳
）

雪　

野　
　

渡わ
た
な
べ邉　

髙た

か

き記

（
亡
妻　
　
　
　

ト
シ
オ　

81
歳
）

下
木
庭　
　

城
じ
ょ
う　

　

光み
つ
よ
し義

（
亡
母　
　
　
　

ミ
ツ
ヨ　

90
歳
）

下　

町　
　

森も
り
も
と本
二に

き

お

喜
雄

（
亡
妻　
　
　
　

セ
ツ
子こ　

78
歳
）

木　

護　
　

内う

ち

だ田　

秀ひ

で

お雄

（
亡
父　
　
　
　
　
　

認
み
と
む　

83
歳
）

日
生
野　
　

藤ふ
じ
も
と本　

敏と

し

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

吉よ

し

み美　

72
歳
）

亘　
　
　
　

岩い
わ
さ
き﨑　

秋あ
き
の
ぶ信

（
亡
父　
　
　
　
　

定さ
だ
よ
し義　

88
歳
）

金　

峰　
　

山や
ま
ぐ
ち口　

善よ
し
ゆ
き行

（
亡
母　
　
　
　

カ
オ
ル　

97
歳
）

遊
蛇
口　
　

佐さ

と

う藤　

良よ
し
た
つ龍

（
亡
母　
　
　
　

ト
メ
オ　

98
歳
）

東
正
観
寺　

仁に

き木
サ
ワ
子こ

（
亡
母　
　

森も
り
や
ま山
ミ
キ
ヲ　

85
歳
）

中　

原　
　

髙た
か
お
か岡　

靜し

ず

お夫

（
亡
母　
　
　
　

マ
チ
エ　

87
歳
）

玉
祥
寺　
　

大お
お
も
り森
美み

と

し

登
志

（
亡
夫　
　
　
　
　

岐み

ち

お生　

78
歳
）

熊
本
市　
　

下し
も
か
わ川　

憲け

ん

じ治

（
亡
母　
　

松ま

つ

お尾　

美み

や屋　

84
歳
）

柏　
　
　
　

田た

さ

き﨑　

建た
つ
ひ
ろ裕

（
亡
父　
　
　
　
　

宜よ
し
た
つ建　

57
歳
）

正
院
町　
　

中な

か

の野　

賢け

ん

じ治

（
亡
母　
　
　
　

ム
ツ
エ　

92
歳
）

東
正
観
寺　

城
じ
ょ
う　

　

洋よ

う

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

信の
ぶ
て
る輝　

63
歳
）

七
城
支
所

戸
田
島　
　

嶋し

ま

だ田　
　

寛
ひ
ろ
し

（
亡
父　
　
　
　
　

寛か

ん

こ虎　

103
歳
）

水　

次　
　

菊き
く
が
わ川
ア
サ
子こ

（
亡
母　
　
　
　
　

瑞み

ず

え枝　

98
歳
）

加　

恵　
　

菊き
く
な
が永　

芳よ

し

え江

（
亡
夫　
　
　
　
　

幸ゆ

き

と人　

73
歳
）

合
志
市　
　

嶋し

ま

だ田　

清き

よ

み美

（
亡
伯
母　

氏う
じ
も
り森　

ハ
ル　

94
歳
）

板　

井　
　

江え

と

う藤　

継け

い

き喜

（
亡
父　
　
　
　
　
　

敞
た
か
し　

89
歳
）

旭
志
支
所

伊　

萩　
　

江え

が

み上　

秀ひ
で
と
し俊

（
亡
母　
　
　
　

ミ
チ
子こ　

81
歳
）

伊　

萩　
　

髙た
か
む
ね宗　

義よ
し
ふ
み文

（
亡
父　
　
　
　
　

定さ
だ
よ
し義　

83
歳
）

伊　

坂　
　

東
ひ
が
し　

　

範は

ん

じ冶

（
亡
母　
　
　
　

マ
サ
子こ　

96
歳
）

川　

下　
　

青あ

お

き木
三み

よ

し

代
士

（
亡
妻　
　
　
　
　

美み

ほ穂　

54
歳
）

伊　

坂　
　

中な

か

お尾　

正ま
さ
ひ
ろ弘

（
亡
兄　
　
　
　
　

正ま
さ
の
ぶ信　

65
歳
）

妻　

越　
　

森も
り　

　

邦く
に
と
し俊

（
亡
父　
　
　
　
　

俊と
し
ゆ
き幸　

85
歳
）

岩　

本　
　

岩い

わ

ね根　

正ま
さ
ひ
で英

（
亡
妻　
　
　
　

サ
チ
子こ　

78
歳
）

泗
水
支
所

田
島
一　
　

長な

が

お尾　

春は

る

み海

（
亡
夫　
　
　
　
　

寅と

ら

お夫　

91
歳
）

富
の
原
西　

小お

さ

な

い

山
内　

稔
み
の
る

（
亡
母　
　
　
　

マ
サ
コ　

84
歳
）

桜
山
一　
　

髙た

か

た田　

一か

ず

や哉

（
亡
妻　
　
　
　
　

綾あ

や

こ子　

80
歳
）

富
出
分　
　

東
ひ
が
し　

　

政ま
さ
つ
ぐ二

（
亡
妻　
　
　
　

テ
イ
子こ　

82
歳
）

福
本
一　
　

有あ

り

た田　

英ひ
で
あ
き明

（
亡
母　
　
　
　

ヤ
ス
ヲ　

98
歳
）

桜
山
四　
　

松ま
つ
も
と本　

宗む
ね
と
し敏

（
亡
母　
　
　
　

志し

津ず

の　

81
歳
）

富　
　
　
　

由ゆ

の

し

ま

野
島
重し

げ

お男

（
亡
父　
　
　
　
　

晴は

る

お生　

89
歳
）

富
の
原
中
央　

喜き

た多　

紀の
り
あ
き彰

（
亡
母　
　
　
　

ミ
ヨ
子こ　

79
歳
）

福
本
一　
　

永な

が

た田　

憲け
ん
い
ち市

（
亡
母　
　
　
　

冨ふ

み

こ

美
子　

96
歳
）

永　
　
　
　

内う

ち

だ田
ツ
ネ
ヨ

（
亡
夫　
　
　
　
　

一い
っ
せ
い正　

93
歳
）

富
出
分　
　

松ま

つ

い井
シ
ズ
子こ

（
亡
叔
母　

村む
ら
か
み上　

ハ
マ　

86
歳
）

４
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

５
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

19
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

26
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　

５
日
（
木
）

　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

日
程
・
場
所

　

27
日
（
金
）

　
　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し２

月
28
日
（
水
）
現
在

●入札（開札）日：２月６日（火）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

件名
予定価格（円・税込）

落札者 指名
業者数

事業
担当課落札額（円・税込）

平成18年度旭志ふれあい
総合運動公園付帯工事

26,088,000 ㈱安武建設
工業 9 社会体

育課25,305,000 
平成18年度
旭志中央団地外構工事

28,483,000 
㈱江上建設 15 都市整

備課27,615,000 
平成17年度
田島団地進入路整備工事

12,832,000 
㈲堀田建設 13 都市整

備課12,621,000 
平成18年度旭志中央団地
進入路整備工事

11,817,000 
㈲菊水建設 12 都市整

備課11,340,000 
※ その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時30分～午後５時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

平
成
19
年
度「
健
康
体
操

教
室
」・「
健
康
料
理
教
室
」 

会
員
募
集

日　程
 8:30 グラウンドゴルフ大会受付
 8:45 開会式
 9:00 グラウンドゴルフ大会
 （11:00 まで）
10:30 RKKラジオ公開生放送
11:00 ふれあいステージ
12:00 レトロニューウエーブ
 バイオリンと二胡ライブ
12:30 和太鼓まつり
13:40 御船太鼓　藤蓮
　　　　女性だけの和太鼓グループ

と　き　３月25日（日）　ところ　孔子公園　※少雨決行

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

第3回桜祭りグラウンドゴルフ大会「さくら杯」
第16回　しすい桜祭り

　県内外から多数のランナーが参加します。市民の皆
さんの応援をお願いします。
と　　き ４月１日（日）※小雨決行
開 会 式 午前９時（菊池市菊池体育センター）
スタート 午前 10時 00分　ハーフコース
 午前 10時 05分　10kmコース
 午前 10時 10分　3kmコース
 午前 10時 15分　5kmコース
と こ ろ 菊池保健所前スタート
種　　目
ハーフコース 龍門ダム～斑蛇口大橋折返しコース
10kmコース 雪野駐在所先折返しコース
5kmコース 百把田バス停付近折返しコース
3kmコース 東迫間区折返しコース
問い合わせ先
　熊日菊池桜マラソン大会事務局（社会体育課内）

第52回熊日菊池桜マラソン大会が
４月１日（日）に開催されます

公共事業入札の公表

10｜広報きくち｜2007 MARCH-1511 広報きくち｜2007 MARCH-15｜
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３月の行事予定

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

３月18日

清原医院（内・小・放） 菊池市 （38）2106 いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151 工藤歯科医院 菊池市 （25）4657

樽美外科整形外科医院
（整・外・皮・リハ） 大津町 096（293）2100

21日
七城うえの医院（内・小） 菊池市 （25）7070 菊池中央病院

（外・整・脳外・内・形成） 菊池市 （25）3141

ひかりヶ丘眼科内科医院
（内・眼） 合志市 096（348）6305 松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

25日
郷胃腸科内科クリニック
（内・胃・消・理） 菊池市 （38）2121 黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 （25）1071

城間クリニック（整・リハ） 菊池市 （25）2506 ハート歯科クリニック 大津町 096（294）6777

菊池 七城 旭志 泗水

15 木 BCG予防接種13：30～14：00　文化会館

16 金
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館

17 土 あそびの教室（小学生対象）10：00　西部市民センター

18 日
消防団旭志方面隊鞍岳山林
警戒　10：00　鞍岳一帯

泗水公民館まつり　10：00～15：00　泗水ホール

19 月
健康相談
9：30～10：30
旭志総合支所

20 火

「人権擁護委員、行政相談委
員、弁護士」相談所開設
9：30～12：30
菊池市中央公民館2階

旭志幼稚園卒園式
10：00～　旭志幼稚園

泗水幼稚園卒園式
10：00～　泗水幼稚園

育児教室　9：30～10：00　旭志老人憩の家
21 水 第30回くらだけ登山マラソン大会　9：30～　旭志体育館
22 木 市内小学校卒業式　10：00～　各小学校

23 金 ３歳児健診13：10～13：30　文化会館

24 土
泗水中学校吹奏楽部
第16回定期演奏会
17：00～　泗水ホール

25 日 第１６回しすい桜祭り　8：45　孔子公園

26 月
健康相談　9：30～10：30
七城多目的研修センター

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館
27 火 ２歳６カ月児歯科健診　13：30～14：00　文化会館

28 水
１歳６カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩の家

29 木
３歳児健診
13：30～14：00
泗水公民館

30 金
31 土


